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本
市
は
、
平
成
19
年
か
ら
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
以
下
「
Ｓ
Ｃ
」
）
に
取
り

組
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
デ
ー
タ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
地

域
住
民
、
民
間
団
体
、
行
政
な
ど
が
協
働
し
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

け
が
や
事
故
は
予
防
で
き
る

　

Ｓ
Ｃ
は
、
「
け
が
や
事
故
は
偶
然
の
結

果
で
は
な
く
、
原
因
を
分
析
し
、
対
策
す

る
こ
と
で
予
防
で
き
る
」
と
い
う
国
際
的

な
考
え
方
の
も
と
、
地
域
住
民
、
民
間
団

体
、
行
政
な
ど
の
部
門
横
断
的
な
連
携
、

協
働
に
よ
り
、
す
べ
て
の
市
民
が
安
全
で

安
心
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
を
目

指
す
も
の
で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

関
）
が
推
奨
し
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

認
証
セ
ン
タ
ー
が
認
証
す
る
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
の
国
際
認
証
制
度
で
す
。

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
で
は
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
故
や
け
が
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｃ
の
取
り
組
み
は
、
け
が
や
事
故
、
災

害
、
犯
罪
、
自
殺
な
ど
、
ま
ち
の
安
全
・

安
心
を
脅
か
す
地
域
課
題
に
対
し
て
、

デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
き
、
み
ん
な
で
予
防

し
て
い
く
も
の
で
す
。

３
回
目
の
認
証
を
目
指
し
て

　

本
市
は
、
平
成
21
年
８
月
に
国
内
で
２

番
目
、
世
界
で
１
５
９
番
目
の
Ｓ
Ｃ
と
し

て
認
証
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
認
証
は
、
国

際
基
準
に
基
づ
き
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち

８分野で専門部会を設置し、活動
　本市では地域課題に対し、重点的に取り組むため、
右の８つの領域別対策部会を設置しています。
　各部会は、７～９人で組織され、関係する行政機
関や民間団体などが委員として参加し、さまざまな
データから導き出された課題に対して、どのような
対策を行っていくのかを協議し、実行しています。

高齢者の安全

子どもの安全

暴力・虐待
の予防

交通事故予防

自殺予防

余暇活動の
安全

労働の安全

防災

８つの８つの

領域別領域別
対策部会対策部会

　　　　　本市の交通事故件数の多さは、SCに取り
　　　　組むきっかけの１つになりました。
　本市の人口１万人当たりの人身事故件数は、平成
21年は、56.8件で青森県でワースト１位でしたが、
部会員らの所属する団体などを通じて「反射材の配
布」や「危険交差点マップの作成」などの対策を
行った結果、平成29年には、30.1件となり青森県で
ワースト５位まで状況を改善することができました。

平成
29年
30.130.1件
県下ワースト５位県下ワースト５位

平成
21年
56.8件件
県下ワースト１位県下ワースト１位

約47％減少約47％減少件数件数

日
本
の
Ｓ
Ｃ
の
状
況

　

日
本
で
、
Ｓ
Ｃ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ

て
か
ら
約
10
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
そ

の
間
、
地
域
課
題
に
対
す
る
問
題
解
決

ツ
ー
ル
と
し
て
多
く
の
自
治
体
で
Ｓ
Ｃ
が

取
り
入
れ
ら
れ
、
今
で
は
15
の
自
治
体
が

認
証
を
取
得
、
現
在
新
た
に
２
自
治
体
が

認
証
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
日
も
無
事
で
い
て
ほ
し
い

　

Ｓ
Ｃ
の
活
動
に
特
別
な
こ
と
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が
、
日
頃
か
ら
行
っ

て
い
る
行
動
の
積
み
重
ね
、
活
動
の
継
続

が
大
切
で
す
。
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
い
う
朝
の
あ
い
さ
つ
も
一
つ
の
Ｓ

Ｃ
で
す
。
お
互
い
の
無
事
を
確
認
し
、
一

日
が
始
ま
り
ま
す
。
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
本
市
の
Ｓ
Ｃ
は
こ

れ
か
ら
も
続
い
て
い
き
ま
す
。

認証取得自治体

８月１日㈬開催の安全・安心なまちづくり総決起大会より

人身事故件数（人口１万人当たり）

十和田市のＳＣの特色は、『市民の力』
　本市のSCの特色として、最初の認証を受けた平成21年に発
足した市民団体「セーフコミュニティとわだを実現する会」が
元となった市民有志によるボランティア団体「とわだセーフコ
ミュニティをみんなですすめ隊」（以下「すすめ隊」）が、他
の認証自治体から注目されています。
　すすめ隊は年齢、職業、関係なく多種多様な人々が会員と
なっており、さまざまな視点から意見交換が行われています。

勤労青少年ホームで毎月定例会を行っています
問問  すすめ隊すすめ隊事務局事務局（（十十

と し な いと し な い

枝内枝内））☎☎㉑㉑ 40054005
　十和田市への思いを気軽に話してみませんか？
　お気軽にご参加ください。

すすめ隊が行った「出前講座」の様子

継続は継続は 力力

事故件数が
減って安全に
なってるね♪

再認証式典の様子再認証式典の様子

出典：十和田警察署「交通事故概要」　 　本
　 組

の活動を紹介します。交通事故予防対策部会
８つの領域別対策部会の中から、

　同隊の蛯沢達彦会長は、「１人の力は小さくても、
みんなの力が集まればきっとこのまちを良くするこ
とができます。ＳＣは市民のみんなのもの、１人１
人が当事者で、協働で作り上げるものです。皆さん
にもできることがきっとあります」と話します。

②十和田市②十和田市

③神奈川県厚木市③神奈川県厚木市

④長野県箕輪町④長野県箕輪町

⑤東京都豊島区⑤東京都豊島区

⑦横浜市栄区⑦横浜市栄区

⑧大阪府松原市⑧大阪府松原市

⑨福岡県久留米市⑨福岡県久留米市①京都府亀岡市①京都府亀岡市

⑩埼玉県北本市⑩埼玉県北本市

⑪埼玉県秩父市⑪埼玉県秩父市

⑫滋賀県甲賀市⑫滋賀県甲賀市

⑬鹿児島市⑬鹿児島市

⑥長野県小諸市⑥長野県小諸市 ⑭大阪府泉大津市⑭大阪府泉大津市

⑮福島県郡山市⑮福島県郡山市

※番号は認証取得順※番号は認証取得順

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
☎
51
６
７
７
７

づ
く
り
に
取
り
組
む
基
盤
が
で
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

Ｓ
Ｃ
は
認
証
が
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
５
年
ご
と
に
前
回
か
ら
そ
の
取
り
組

み
が
ど
の
よ
う
な
形
で
進
ん
で
い
る
の
か
、

専
門
の
審
査
委
員
が
再
度
審
査
を
し
、
認

証
を
与
え
る
制
度
に
な
っ
て
お
り
、
本
市

は
、
平
成
27
年
２
月
に
再
認
証
を
取
得
し

ま
し
た
。

　

現
在
は
、
今
ま
で
継
続
し
て
き
た
取
り

組
み
に
プ
ラ
ス
す
る
活
動
を
、
地
域
住
民
、

民
間
団
体
、
行
政
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て

推
進
し
、
３
回
目
の
認
証
取
得
を
目
指
し

て
い
ま
す
。


